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1. 起動時に表示されるメッセージバー 

 初回起動時のセキュリティリスクのメッセージバーについて 

本 Excel ファイルの初回起動時に、下記「セキュリティリスク」のメッセージバー（赤色）が表示され

る場合があります。右上の「×」を押下して、一度 Excel ファイルを閉じます。 

 

本 Excel ファイルを右クリックし、表示されるメニューの「プロパティ」を押下します。 

 

右クリック 

赤色のメッセージバー 
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プロパティ画面下部の「セキュリティ」内の 

「許可する」のチェックを付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロパティ画面下部の「適用」を押下し、 

続けて「OK」を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、もう一度本 Excel ファイルを開き直してください。 
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 セキュリティの警告（マクロの有効化）メッセージバーについて 

本 Excel ファイルを開いたときに、下記「セキュリティの警告」メッセージバー（黄色）が表示された

場合は、『コンテンツの有効化』を押下します。 

また、「ブロックされている内容」メッセージバー（黄色）も同時に表示された場合は、最右の「×」を

押下します。 

 

 

 

  

黄色のメッセージバー 
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2. シートの構成 

 『入力』シート 

計算に必要な基本条件を入力します。 

 

NO 名称 処理説明 

①  入力項目 計算に必要な各項目を半角数値で入力します。 

カンマや小数点は自動入力されます。 

②  既存処理 計算に必要な各項目をリストボックスから選択します。 

白のセルは、選んだ項目によって自動入力されます。 

③  『【管理者用】マスタシ

ート表示』ボタン 

 

（国総研用） 
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 『諸元(編集可)』シート 

計算に必要な各種条件を変更できます。 

 

NO 名称 処理説明 

①  値 計算に必要な各項目を半角数値で入力します。 

カンマや小数点は自動入力されます。 

②  『デフォルト値に戻す』

ボタン 

各項目の値を、2.8『マスタ』シートによって設定されているデフォル

ト値に戻します。 
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 『費用関数一覧』シート 

費用の算出に使用する費用関数の一覧を表示します。 

 

NO 名称 処理説明 

①  費用関数 計算に用いている費用関数を表示します。 
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 『結果一覧』シート 

本シートには、内部計算の結果が表示されます。 

 

NO 名称 処理説明 

①  値 各パターンの計算結果を表示します。 
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 『総合評価』シート 

本シートの値は各計算シートに入力された値より自動算出されます。 

 

NO 名称 処理説明 

①  緑色セル 計算に必要な各項目を入力または選択します。 
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 『結果一覧(実績値等入力可)』シート 

本シートには、内部計算の結果が表示されます。 

 

NO 名称 処理説明 

①  値 各パターンの計算結果を表示します。 

②  『結果一覧シート

の結果を反映』ボ

タン 

「結果一覧」シートの各項目の値を「結果一覧(実績値等入力可)」シートに、 

「総合評価」シートの各項目の値を「総合評価(実績値等入力時)」シートに、 

それぞれ編集可能な状態でコピーします。 
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 『総合評価 (実績値等入力時)』シート 

本シートの値は各計算シートに入力された値より自動算出されます。 

 

NO 名称 処理説明 

①  緑色セル 計算に必要な各項目を入力または選択します。 

 

※『結果一覧(実績値等入力可)』シートに示す、『結果一覧シートの結果を反映』ボタンを押下することで、 

「総合評価」シートの各項目の値も「総合評価(実績値等入力時)」シートに編集可能な状態でコピーします。 

 


